
1．緒言

　サッカーにおける得点時間帯の分析は，試合の流れや戦
術的変化，疲労，交代，リスク選択などを理解するうえで重
要な視点である．試合分析は，得点，シュート，ボール保持，
時間帯別パターンなどを通じて競技の特性を明らかにする
方法として発展してきた（Carling et al., 2005；Hughes and 
Franks, 2005）．国際大会や欧州リーグを対象とした研究で
は，得点は試合終盤，特に後半終盤に増える傾向が報告さ
れている（Alberti et al., 2013；Armatas et al., 2009；Leite, 
2013；Michailidis et al., 2013；Njororai Simiyu, 2014）．

　得点がどの時間帯に生じやすいかを把握することは，コ
ンディショニング，交代戦略，終盤のゲームマネジメント
を検討するうえでも有用である．とりわけ，リーグ全体の
基礎的傾向を把握することは，チームレベルの実務だけで
なく，将来的な比較研究の出発点としても意義を持つ．女
子サッカーを対象とした得点時間帯の研究は限られている
ものの，UEFA 女子 EURO 2022 や FIFA 女子ワールド
カップでは後半・終盤に得点が多い傾向が報告される一方
（Sanmiguel-Codina et al., 2025；Wang and Qin, 2020 ），
大会やリーグによっては終盤への明確な集中がみられない
とする報告もあり，知見は一様ではない（López-Araya et 
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Abstract
This study examined goal-scoring time patterns in the WE League, Japan’s first women’s 
professional football league, using all 484 league matches from the 2021-22 to the 2024-25 
seasons. Goal-timing and total-goal data were obtained from the official WE League data 
website. Goals scored in regular time were classified into six 15-min periods (1-15, 16-30, 31-
45, 46-60, 61-75, and 76-90 min), and first- and second-half additional-time goals were 
tabulated separately. Across the four seasons, 1,212 goals were scored (2.50 per match), of 
which 1,135 were scored in regular time and 77 (6.4%) in additional time (23 in first-half 
and 54 in second-half additional time). Among the regular-time intervals, the highest 
number was observed in the 76-90 min period (224 goals, 18.5%) and the lowest in the 16-30 
min period (142 goals, 11.7%); 535 goals (44.1%) were scored in the first half and 677 
(55.9%) in the second half, with additional time included in each half. A chi-square 
goodness-of-fit test indicated that regular-time goals were not uniformly distributed across 
the six periods (χ2(5) = 22.27, p < .001, Cohen’s w = 0.14), whereas the season-by-period 
distribution did not differ significantly (χ2(15) = 13.91, p = .532, Cramér’s V = 0.06). These 
findings provide basic descriptive evidence for game analysis in women’s professional 
football in Japan.
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al., 2026；Mesquita et al., 2023）．また，女子サッカーに
おいては，試合中の高強度走行や疲労の様相，競技レベル
に応じた身体的要求に関する研究蓄積が進みつつあり，女
子選手の試合特性を踏まえた分析の必要性が指摘されてい
る（Andersson et al., 2010；Datson et al., 2014）．
　一方，WE リーグは日本初の女子プロサッカーリーグと
して 2021 年に開幕し，競技レベル，運営体制，社会的認
知の面で継続的に発展している（大井，2022）．また，ア
ジアにおける新しい女子プロリーグとして，その競技特性
を蓄積していくことには国際的比較の観点からも意味があ
る．とりわけ，男子サッカーや欧州リーグを中心に蓄積さ
れてきた既存知見に対し，創設初期のデータを複数シーズ
ンにわたり整理する点に独自性がある．しかし，著者の知
る限り，国内女子プロサッカーである WE リーグを対象
として，得点時間帯の分布を複数シーズンにわたり整理し
た報告は限られている．そこで本研究では，2021-22 シー
ズンから 2024-25 シーズンまでのリーグ戦全 484 試合を対
象として，得点時間帯の分布を記述的に明らかにし，WE
リーグにおける基礎的資料を提示することを目的とした．
なお，総得点数および１試合平均得点数は，時間帯別分布
を解釈するための基礎的情報として併せて示す．

2．方法

2.1．分析対象

　分析対象は，WE リーグの 2021-22 シーズンから 2024-
25 シーズンまでのリーグ戦全 484 試合であった．シーズ
ン別の試合数は，2021-22 シーズン 110 試合，2022-23 シー
ズン 110 試合，2023-24 シーズン 132 試合，2024-25 シーズ
ン 132 試合であった．各シーズンの参加チーム数は，2021-
22・2022-23 シーズンが 11 チーム，2023-24・2024-25 シー
ズンが 12 チームであった．シーズン間で比較可能な公式
戦データを用いるため，リーグ戦のみを対象とし，カップ
戦その他の大会は含めなかった．試合ごとの得点時刻およ
び総得点データは，WE リーグ公式データサイト（https://
data.weleague.jp/）から取得した（accessed 2026-03-08）．
取得後，シーズン別総得点と時間帯別得点の合計値が一致
することを確認し，重複，欠損，表記ゆれの有無を点検し
たうえで分析用データを作成した．

2.2．分析項目

　得点時間帯は，通常時間の得点を１-15min，16-30min，
31-45min，46-60min，61-75min，76-90min の６区分に分類
し，前半・後半それぞれのアディショナルタイムの得点数

は，通常時間の６区分とは分離して別途集計した．あわせ
て，前半（１-45＋min）と後半（46-90＋min）に分けた集
計も行った（前半・後半の集計には，それぞれのアディショ
ナルタイムの得点を含む）．

2.3．分析方法

　各シーズンの総得点数と１試合平均得点数を算出した．
また，１試合あたり得点数の分布を把握するため，中央値，
四分位数（Q１・Q３），最小値・最大値，標準偏差を算出
した．次に，通常時間の 15 分区分ごとの得点数と割合，
およびアディショナルタイムの得点数と割合を求めた．さ
らに，前半・後半別の得点数と割合を集計し，記述的に比
較した．統計的検討として，通常時間の得点が６区分に均
等に分布するかをカイ二乗適合度検定により，シーズンと
通常時間の時間帯区分の関連をカイ二乗独立性検定により
検討し，効果量は適合度検定で Cohen’s w，独立性検定で
Cramér’s V を算出した．いずれの検定も，６区分の時間
幅（各 15 分）が等しい通常時間の得点数（N＝1,135）を
対象とした．Cohen’s w は観測度数分布と期待度数分布の
乖離の大きさを，Cramér’s V は２つの名義変数間の関連
の強さを示す効果量である．効果量の解釈は Cohen（1988）
の基準に従い，w は 0.10 を小，0.30 を中，0.50 を大の目
安とし，Cramér’s V については，行数と列数の小さい方
から１を引いた値（min［r－１，c－１］＝３）を考慮し，0.06
を小，0.17 を中，0.29 を大の目安とした．なお，残差分析
は実施しておらず，個別の時間帯区分の得点数が期待度数
から統計的に多いか少ないかについては検討していない．
アディショナルタイム得点は，公式データサイトの得点時
刻が 45＋または 90＋として表示された得点と定義した．
試合数の異なるシーズン間の比較を補うため，区分別に１
試合あたり得点数も算出した．統計量は小数第２位，p 値
は小数第３位，効果量は小数第２位まで表記した．有意水
準は５％とした．本研究は公開データに基づく記述的分析
であり，WE リーグにおける得点時間帯の基礎的傾向を整
理することを目的とした．

2.4．倫理的配慮

　本研究で用いたデータは，WE リーグ公式データサイト
に公開された試合記録のみであり，個人を対象とした調査，
介入，実験，個人情報の取得を伴わない．そのため，本研
究は所属機関の研究倫理基準上，倫理審査の対象外と判断
した．
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3．結果

3.1．総得点数および平均得点数

　シーズン別の総得点数と１試合平均得点数を Table 1 に
示した．４シーズン合計の総得点数は 1,212 点であり，１
試合平均得点数は 2.50 点であった．シーズン別では，
2021-22 シーズン 260 得点，2022-23 シーズン 287 得点，
2023-24 シーズン 326 得点，2024-25 シーズン 339 得点で
あった．１試合あたり得点数の中央値は２点（Q１-Q３：

1.0-3.0，最小値-最大値：０-９）であり，分布はおおむね
右に裾を引く形状であった．また，通常時間の６区分の得
点数とアディショナルタイムの得点数の合計は，各シーズ
ンの総得点数と一致した．

3.2．通常時間における 15分区分別の得点分布

　通常時間の 15 分区分別の得点分布を Table 2 に示した
（アディショナルタイムの得点数と割合は Table 2 の下段
に併記し，3.4 節で述べる）．４シーズン合計では，通常時

Season Teams Matches Total 
goals Goals/match Median Q1–Q3 Min–

Max SD

2021-22 11 110 260 2.36 2 1.0–3.0 0–7 1.63
2022-23 11 110 287 2.61 3 1.0–3.0 0–9 1.71
2023-24 12 132 326 2.47 2 2.0–3.0 0–8 1.40
2024-25 12 132 339 2.57 3 1.0–4.0 0–9 1.61

Total — 484 1,212 2.50 2 1.0–3.0 0–9 1.59

Table 1 � Total goals and goals per match by season in the WE League, 2021-2025. Teams = number of 
participating clubs; Median, Q1-Q3, Min–Max, and SD describe the distribution of goals per 
match.

Interval 2021-22 n 
(%)

2022-23 n 
(%)

2023-24 n 
(%)

2024-25 n 
(%) Total n (%)

1-15 min 45 (17.3) 45 (15.7) 50 (15.3) 36 (10.6) 176 (14.5)
16-30 min 33 (12.7) 33 (11.5) 36 (11.0) 40 (11.8) 142 (11.7)
31-45 min 45 (17.3) 54 (18.8) 42 (12.9) 53 (15.6) 194 (16.0)
46-60 min 41 (15.8) 46 (16.0) 47 (14.4) 52 (15.3) 186 (15.3)
61-75 min 48 (18.5) 52 (18.1) 59 (18.1) 54 (15.9) 213 (17.6)
76-90 min 38 (14.6) 48 (16.7) 69 (21.2) 69 (20.4) 224 (18.5)
Regular time 
subtotal 250 (96.2) 278 (96.9) 303 (92.9) 304 (89.7) 1,135 (93.6)

AT (first half, 
45+) 1 (0.4) 4 (1.4) 6 (1.8) 12 (3.5) 23 (1.9)

AT (second half, 
90+) 9 (3.5) 5 (1.7) 17 (5.2) 23 (6.8) 54 (4.5)

Total 260 (100.0) 287 (100.0) 326 (100.0) 339 (100.0) 1,212 
(100.0)

Table 2 � Goals scored in each 15-min interval of regular time and in additional time by season in the WE 
League, 2021-2025. Percentages are calculated relative to the total number of goals in each season. 
AT = additional time.

Note. �AT = additional time. Percentages are relative to the total number of goals in each season. A chi-square goodness-
of-fit test on the six regular-time intervals indicated that goals were not uniformly distributed (χ2(5) = 22.27, p < 
.001, Cohen’s w = 0.14). A chi-square test of independence between season and regular-time interval was not 
significant (χ2(15) = 13.91, p = .532, Cramér’s V = 0.06). Both tests were based on regular-time goals (N = 1,135).
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間の６区分のうち 76-90min が 224 点（総得点数の 18.5％）
で最も多い傾向を示し，16-30min が 142 点（11.7％）で最
も少ない傾向を示した．また，61-75min（213 点，17.6％）
と 31-45min（194 点，16.0％）も比較的多く，本研究対象
では，後半の時間帯の得点数が相対的に多く観察された．
カイ二乗適合度検定の結果，通常時間の得点は６区分に均
等には分布しておらず（χ2（５）＝22.27，p＜.001），効果量
は Cohen’s w＝0.14 であった．さらに，76-90min の得点割
合は，2021-22 シーズン 14.6％，2022-23 シーズン 16.7％，
2023-24 シーズン 21.2％，2024-25 シーズン 20.4％であり，
前半２シーズンと比較して後半２シーズンで相対的に高い
傾 向 を 示 し た． 一 方，2024-25 シ ー ズ ン の １-15min は
10.6％であり，他シーズン（15.3〜17.3％）と比較して相対
的に低い傾向がみられた．シーズンと通常時間の時間帯区
分の関連を検討したカイ二乗独立性検定では，統計的に有
意な関連は認められなかった（χ2（15）＝13.91，p＝.532，
Cramér’s V＝0.06）．

3.3．前半・後半別の得点分布

　前半・後半別の得点分布を Table 3 に示した．４シーズ
ン合計では，前半 535 得点（44.1％），後半 677 得点（55.9％）
であり，すべてのシーズンで後半得点が前半得点を上回った．

3.4．アディショナルタイムの得点

　前半・後半のアディショナルタイムの得点数と割合を
Table 2 に併記した．４シーズン合計 1,212 点のうち，ア
ディショナルタイムの得点数は 77 点（6.4％）であり，そ
の内訳は前半アディショナルタイム 23 点，後半アディショ
ナルタイム 54 点であった．シーズン別のアディショナル
タイムの得点数は 10 点，９点，23 点，35 点（各シーズン
総得点数の 3.8％，3.1％，7.1％，10.3％）であり，後半アディ
ショナルタイムの得点数も９点，５点，17 点，23 点と，

前半２シーズンと比較して後半２シーズンで相対的に多い
傾向を示した．

4．考察

　本研究では，WE リーグの 2021-22 シーズンから 2024-
25 シーズンまでの全 484 試合を対象として，得点時間帯
を記述的に整理した．その結果，総得点数は 1,212 点，１
試合平均得点数は 2.50 点であり，本研究対象では得点は
試合終盤に多く観察された．通常時間では 76-90min の
224 点が６区分の中で最も多い傾向を示し，これに後半ア
ディショナルタイムの 54 点を加えた 76 分以降の得点数は
278 点（総得点数の 22.9％）であった．後半全体でも 677
得点（55.9％）と前半を上回った．カイ二乗適合度検定か
らも，通常時間の得点が６区分に均等に分布しないことが
示された（χ2（５）＝22.27，p＜.001，Cohen’s w＝0.14）．
　この結果は，先行研究で報告されてきた「試合終盤ほど
得点が増えやすい」という傾向と一致する（Alberti et al., 
2013；Armatas et al., 2009；Leite, 2013；Michailidis et 
al., 2013；Njororai Simiyu, 2014）．先行研究の多くは男子
サッカーや国際大会を対象としているが，本研究は同様の
傾向が日本の女子プロサッカーでも観察されることを示し
た基礎資料として位置づけられる．女子サッカーを対象と
し た 研 究 の う ち，UEFA 女 子 EURO 2022（Sanmiguel-
Codina et al., 2025）や FIFA 女子ワールドカップ（Wang 
and Qin, 2020）でも後半・終盤の得点増加が報告される一
方，López-Araya et al.（2026）や Mesquita et al.（2023）
のように終盤への明確な集中がみられない報告もある．本
研究の対象期間における WE リーグは，前者に近い特徴，
すなわち終盤に得点が多い傾向を示したと解釈できる．
　また，通常時間 76-90min の得点数は，2021-22 シーズン
38 点，2022-23 シーズン 48 点であったのに対し，2023-24
シーズン 69 点，2024-25 シーズン 69 点と後半２シーズン
で増加していた．ただし，後半２シーズンでは試合数自体

Half 2021-22 n 
(%)

2022-23 n 
(%)

2023-24 n 
(%)

2024-25 n 
(%) Total n (%)

First half (1-45+ 
min) 124 (47.7) 136 (47.4) 134 (41.1) 141 (41.6) 535 (44.1)

Second half (46-
90+ min) 136 (52.3) 151 (52.6) 192 (58.9) 198 (58.4) 677 (55.9)

Total 260 (100.0) 287 (100.0) 326 (100.0) 339 (100.0) 1,212 
(100.0)

Table 3 � Goals scored in the first and second halves by season in the WE League, 2021-2025. Percentages 
are calculated relative to the total number of goals in each season.
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が 110 試合から 132 試合へ増加しているため，単純な件数
比較のみでは十分ではない．そこで割合でみると，76-
90min の得点割合は 14.6％，16.7％から 21.2％，20.4％へ
上昇しており，試合数増加を考慮しても試合終盤における
得点比重が高まっていることが示唆される．実際，区分別
の１試合あたり得点数でみても，76-90min は 0.35，0.44，
0.52，0.52 と後半２シーズンで相対的に高かった．さらに，
後半アディショナルタイムの得点数（９点，５点，17 点，
23 点）も後半２シーズンで相対的に多く，こうした試合
終盤の得点比重の相対的な高まりは，通常時間の終盤とア
ディショナルタイムの双方で観察された．ただし，この間
に参加チーム数は 11 から 12 へ変化しており，リーグ構成
の変化が分布に影響した可能性は否定できない．
　この背景としては，試合終盤における身体的疲労，守備
組織の乱れ，得点を求めるリスクテイク，交代選手の投入，
セットプレー機会の増加などが考えられる．女子サッカー
においても，高強度走行の低下や試合終盤の身体的負荷に
関する報告があり（Andersson et al., 2010；Datson et al., 
2014），WE リーグでもこうした競技特性が終盤得点の増
加と関係している可能性がある．また，男子サッカーの分
析では，リードを追う側のリスクテイクや交代・セットプ
レーが終盤得点に寄与すると指摘されており（Armatas 
et al., 2009；Michailidis et al., 2013），これらの戦術的要因
が併存している可能性がある．なお，試合終盤の得点には
後半アディショナルタイムの得点数（54 点）も含まれる
ため，終盤得点の集中には，戦術的・身体的要因だけでな
く，追加時間の長さの影響も一部含まれている可能性があ
る．ただし，本研究のデータからは，これらの要因の寄与
を切り分けることはできない．
　さらに，本研究の結果は実務的にも一定の示唆を持つ．
すなわち，本研究対象で観察された試合終盤における得点
の多さは，後半の持久力や集中力の維持，交代戦略，終盤
のゲームマネジメントの重要性を示している．とくにコー
チング現場においては，終盤局面を想定した戦術的準備や
コンディショニングの設計に，本研究の知見を活用できる
可能性がある．
　一方で，本研究は公開データに基づく記述的分析であり，
得点が生じた局面の戦術，得点差，ホーム・アウェイ，交
代，退場などの要因を統制していない．また，2023-24 シー
ズン以降は試合数が増加しており，シーズン間比較に際し
てはリーグ構成の変化にも留意する必要がある．したがっ
て，本研究の知見は，WE リーグにおける得点時間帯の基
礎的傾向を示す資料として解釈される必要がある．今後は，
試合状況変数やチーム特性を加えた詳細な分析や，他リー
グとの比較研究が必要である．

5．結論

　WE リーグの 2021-22 シーズンから 2024-25 シーズンま
での全 484 試合を対象として，得点時間帯の記述的分析を
行った．本研究対象では，後半の得点数（677 点，55.9％）
は前半（535 点，44.1％）を上回り，通常時間の 15 分区分
では 76-90min で最も多くの得点数（224 点，総得点数の
18.5％）が観察された．カイ二乗適合度検定では，通常時
間の得点数が６区分に均等に分布しないことが示された
（χ2（５）＝22.27，p＜.001，Cohen’s w＝0.14）．ただし，残
差分析は実施しておらず，特定の区分の得点数が期待度数
から統計的に乖離しているか否かを示すものではない．な
お，総得点数 1,212 点・１試合平均得点数 2.50 点は，これ
らの時間帯別の観察結果を解釈するための基礎的情報であ
る．また，アディショナルタイムの得点数 77 点（前半 23
点，後半 54 点）は通常時間と分離して示した（Table 2）．
以上の観察結果は，女子プロサッカーにおける戦術的準備
やコンディショニング設計の基礎資料として活用できる可
能性がある．
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